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支配株主等に関する事項について 

 
当社の親会社等（株式会社ＤＤグループ、ＰＣＧＶＩ―１株式会社及びポラリス第六号投資事業有限責

任組合）について、支配株主等に関する事項は、以下のとおりとなりますので、お知らせいたします。 

 

 

 

記 

 

 

１．親会社、支配株主（親会社を除く。）、その他の関係会社又はその他の関係会社の親会社の商号等 

（2026 年２月 28 日現在） 

名称 属性 
議決権所有割合（％） 発行する株券等が上場され

ている金融商品取引所等 直接所有分 合算対象分 計 

株式会社ＤＤグループ 親会社 42.94 － 42.94 － 

ＰＣＧＶＩ―１株式会社 親会社 － 42.94 42.94 － 

ポラリス第六号投資事業

有限責任組合 親会社 － 42.94 42.94 
－ 

 

 

２．親会社等の企業グループにおける上場会社の位置付けその他の上場会社と親会社等各社との関係 

株式会社ＤＤグループ（以下「ＤＤグループ」）の当社議決権所有割合は 42.94％であり、議決権の

所有割合は 50％以下でありますが、実質的な支配基準により、同社は当社の親会社であります。 

当社の親会社であるＤＤグループは、ＰＣＧＶＩ―１株式会社の連結子会社であり、その最上位親会

社は、ポラリス・キャピタル・グループ株式会社が業務執行組合員を務めるポラリス第六号投資事業有

限責任組合であります。当社は、最終的な支配株主である当該組合およびポラリス・キャピタル・グル

ープ株式会社との間で、直接の資本関係及び取引関係はありませんが、グループ全体の経営方針の影響

を受ける可能性があります 。 

当社が目指す「To Entertain People 〜より多くの人々を楽しませるために〜」を実現するにあた

り、ＤＤグループ及び同社グループ企業が有する経営資源は、当社にとって有益であると考えていま

す。店舗運営、購買活動、採用活動等に関するＤＤグループ及び同社グループ企業が有する知見やノ

ウハウは、当社事業基盤の確立にも寄与しています。 

当社は、有力なIP（知的財産）ホルダーとの取引において不可欠な社会的信用力の維持、及び資本

市場からの機動的な資金調達手段の保持を目的として、上場を維持しております。 



当社が上場会社として、一般株主を含む多様なステークホルダーの監視に服し、独立した立場にあ

る社外取締役を中心としたガバナンス体制を機能させることは、親会社等からの一定の独立性を確保

し、独自の意思決定を行うための規律として有効に機能しております。これにより、当社は親会社等

と一般株主との利益相反を防止し、経営の自律性を担保しております。 

人的関係については、ＤＤグループの連結子会社である株式会社ダイヤモンドダイニングの部長１

名が当社の取締役を兼務しておりますが、親会社等各社（ＤＤグループ、ＰＣＧＶＩ―１株式会社及びポ

ラリス第六号投資事業有限責任組合）から当社に対する事業上の制約、親会社等やその企業グループとの

取引関係や人的・資本的関係などの面から受ける経営・事業活動への影響等はなく、当社の自主性・独立

性は確保されているものと認識しております。 

 

（役員の兼務状況) （2026 年５月 28 日現在） 

役職 氏名 
親会社等又は 

そのグループ企業での役職 就任理由 

非常勤取締役 刑部 孝一 
株式会社ダイヤモンドダイニング  

ブランドサポート部 部長 

当社の持続的成長及び

企業価値向上推進 

 

 

３．支配株主等との取引に関する事項 

ＤＤグループとの間において、購買活動や採用活動等の営業取引等の取引関係がありますが、いずれ

の取引についても通常行われている取引条件を参考にして交渉のうえ、決定しております。 

なお、その詳細は当社第 23 期（自 2025年３月１日 至 2026年２月28日）有価証券報告書で開示し

ております。 

 

４．支配株主との取引等を行う際における少数株主の保護の方策の履行状況 

当社は、支配株主との取引等の実施にあたっては、取引の性質からみて取引条件が一般の取引と同

様であることが明白な場合を除き、取締役会において取引の合理性と取引条件の妥当性について十分

検討し、出席した監査等委員である取締役にも意見を求めたうえで、取締役会の承認を得ることとし

ており、これにより、少数株主の利益を害することのないよう適切に対応しております。 

当社は、親会社から独立した立場にある社外取締役を３名選任しており、支配株主と一般株主との

利益相反の恐れがある重要な取引等については、これらの独立役員の意見を尊重する体制を構築して

おります。 

 

 

以 上 


